
ご

あ

い

さ

つ

　
９
月
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、

私
は
「
鳥
獣
害
防
止
計
画
」
と
市
教

育
委
員
会
の
課
題
と
方
策
を
テ
ー
マ

に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

鳥
獣
害
防
止
に
関
し
て
は
、
国
が

重
い
腰
を
あ
げ
て
「
鳥
獣
害
防
止
特

別
措
置
法
」
が
出
来
た
の
が
平
成
19

年
末
、
同
法
の
改
正
が
成
立
し
た
の

も
平
成
24
年
春
と
、
後
手
を
踏
ん
で

き
た
感
が
否
め
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

中
で
、
当
市
の
よ
う
な
中
山
間
地
の

農
林
業
の
振
興
と
存
続
に
、
今
や
鳥

獣
害
防
止
は
最
重
要
の
課
題
の
一
つ

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
は
平
成
23
年
に
「
鳥
獣
害
防
止
計

  
泥
ま
み
れ
の
渡
月
橋
に
感
じ
る
大
天
災
時
代
到
来
の
不
安

日
々
の
無
事
息
災
を
願
い
つ
つ

ま
ず
は
健
や
か
な
心
身
の
養よ

う
じ
ょ
う生

を

り
目
。
巡
る
季
節
の
実
に
荒
々
し
い

装
い
に
身
も
心
も
戸
惑
い
ま
す
。
災

害
の
恐
ろ
し
さ
と
無
情
さ
を
目
の
当

り
に
し
た
瞬
間
で
す
。
あ
の
旧
約
聖

書
に
描
か
れ
た
「
ノ
ア
の
箱
舟
」
や

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
岸
辺
の
ア
ル
バ
ム
」

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
自
然
の
中
で

生
き
る
こ
と
に
お
い
て
、
日
々
の
平

安
と
家
内
安
全
、
無
事
息
災
こ
そ
が
、

無
上
の
喜
び
で
あ
り
、
真
に
感
謝
す

べ
き
こ
と
な
の
だ
と
齢
を
重
ね
る
ご

と
に
強
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

こ
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気

象
が
、
日
本
に
限
ら
ず
世
界
的
規
模

で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
マ
ス
コ
ミ

報
道
な
ど
で
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
加
速
現
象
は
、
い
っ
た
い
、

何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
次

に
起
こ
る
何
か
の
前
兆
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
不
安
感
に
苛
ま
れ
ま

す
。
先
の
こ
と
は
想
定
外
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
異
変
や
天

変
地
異
な
ど
の
頻
発
が
こ
の
先
も
続

く
よ
う
な
ら
、
人
間
は
こ
の
地
球
で

非
常
に
生
き
辛
く
な
っ
て
い
く
こ
と

は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
今
、
学
校
も
地
域
も
、

運
動
会
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
日
頃
、
我

家
の
周
辺
や
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
で
は
、

健
康
増
進
、
体
力
・
筋
力
ア
ッ
プ
で

ス
ポ
ー
ツ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
に
汗

を
流
さ
れ
て
い
る
方
を
多
く
お
見
か

け
し
ま
す
。
病
院
や
介
護
施
設
へ
足

を
運
ぶ
と
日
頃
の
運
動
の
大
切
さ
が

つ
く
づ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
宇
陀

市
は
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
も
記
紀

万
葉
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
時
間
が

許
す
な
ら
、
参
加
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
人
と
人
の
多
世
代

交
流
に
よ
っ
て
、
夢
と
希
望
、
勇

気
と
元
気
、
知
識
と
知
恵
を
貰
い

な
が
ら
大
い
に
若
返
る
は
ず
で
す
。

青
春
に
年
齢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気

持
ち
の
問
題
で
す
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ウ
ル
マ
ン
は
「
青
春
の
詩
」
で
こ

う
歌
っ
て
い
ま
す
。「
人
は
信
念

と
共
に
若
く
、
疑
惑
と
共
に
老
い

る
／
人
は
自
信
と
共
に
若
く
、
失

望
と
共
に
老
い
る
／
希
望
あ
る
限

り
若
く
、
失
望
と
共
に
老
い
朽
ち

る
」

　

さ
て
、
今
年
度
も
９
月
定
例
会

が
終
了
し
、
半
年
が
は
や
過
ぎ
ま

し
た
。
後
半
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
宇
陀
市
の
活
性
化
、
ま
ち
づ
く

り
と
そ
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
の
で
、
ど
う
か
倍
旧
の
御

指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
実

施
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
れ
も
社
会
の
将
来
を

考
え
る
上
で
重
要
な
市
の
教
育
行
政

に
関
し
て
、
今
年
春
就
任
さ
れ
た
教

育
長
の
半
年
を
経
て
の
所
感
と
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
尋
ね
る
と
と
も
に
、
各

地
で
噴
出
し
て
い
る
様
々
な
教
育
問

題
を
「
他
山
の
石
」
と
し
た
市
教
委

の
一
層
の
取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。
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40
度
近
く
の
猛
暑
が
続
い
た
と

思
っ
た
ら
、
集
中
豪
雨
、
雷
鳴
が

轟
き
、
突
風
が
渦
を
巻
く
。
そ
し

て
、
台
風
18
号
の
ダ
メ
押
し
。
日

本
全
国
各
所
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
、
驚
い
た

の
は
、
こ
れ
か
ら
紅
葉
を
め
で　

る
観
光
の
メ
ッ
カ
、
嵐
山
渡
月
橋

の
洪
水
被
害
で
す
。
被
害
の
比
較

的
少
な
い
と
思
わ
れ
る
京
都
や
滋

賀
の
風
光
明
媚
な
雅
の
世
界
が
突

然
、
泥
ま
み
れ
の
濁
流
に
飲
ま
れ

た
の
で
す
。
俳
句
の
季
語
に
あ
る

よ
う
な
四
季
の
織
り
成
す
情
緒
風

情
は
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
な
い
今

年
の
夏
の
終
わ
り
と
初
秋
の
変
わ

宇陀市掲示板

●
編
集
後
記

▼
宇
陀
市
６
次
産
業
化
企
業
誘
致

（
計
画
）
が
進
展
し
て
い
ま
す
。
室

生
笠
間
出
身
の
吹
井
寛
文
社
長
が
率

い
る
有
限
会
社G

-L
a
b
o

（
本
社

伊
丹
市
）
が
当
市
に
進
出
。
健
康
食

品
分
野
の
工
場
を
設
置
し
ま
す
。
第

一
候
補
地
と
し
て
伊
那
佐
文
化
セ
ン

タ
ー
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
後
、
公
的
機
関
・
施
設
の
開
設
、

移
転
、統
廃
合
が
め
じ
ろ
押
し
で
す
。

■
旧
室
生
高
校
跡
地
に
橿
原
考
古
学
研

究
所
の
埋
蔵
文
化
財
収
蔵
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
が
開
所
（
26
年
予
定
）。

■
県
内
37
市
町
村
を
広
域
管
理
す
る
奈

良
県
広
域
消
防
組
合
が
設
立
（
本
年
11

月
合
併
）。

■
私
立
し
ら
ゆ
り
保
育
園
が
来
年
４

月
開
園
、
入
所
定
員
は
150
名
。

■
近
鉄
の
室
生
口
大
野
駅
と
三
本
松
駅

が
、
本
年
の
11
月
か
ら
無
人
駅
に
。

■
宇
陀
署
、
桜
井
署
を
再
編
統
合
し
た

桜
井
署
が
26
年
３
月
開
署
予
定
。

■
宇
陀
土
木
事
務
所
が
桜
井
土
木
事
務

所
と
統
合
、
出
張
所
と
し
て
菟
田
野
地

域
事
務
所
へ
移
転
（
27
年
４
月
予
定
）。

■
東
部
農
林
振
興
事
務
所
が
菟
田
野
地

域
事
務
所
へ
移
転
（
27
年
４
月
予
定
）。

■
室
生
西
小
、室
生
東
小
を
再
編
統
合
。

28
年
４
月
開
校
予
定
。

９月議会
鳥
獣
害
対
策
は
農
林
業
振
興
の
大
前
提

防
護
と
駆
除
の
両
面
で
対
策
の
充
実
を
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10/19　うだ育児の日宣言事業（サンクシ
ティ榛原店AM11:00 ～）
10/19　室生つり橋渡り初め式（AM9:30～）
10/19、20　ゆるキャラまつりin彦根（彦
根市AM10:00 ～ PM16:00）
10/22　奈良県護国神社秋季大祭（県護国
神社AM10:00 ～）
10/26　HERAin室生ダム
11/1～ 4　宇陀市美術展覧会（市役所）
11/4　女性の会コンサート（文化会館
PM1:30～）
11/9　子ども駅伝チャレンジ大会（心の森
公園）
11/10　しいたけ祭り（平成榛原子供の森
公園AM10:00 ～ PM3:00）
11/10　文化協会芸能発表会（文化会館）
11/23　秋じまい祭（ふるさと元気村
AM9:00～）
11/23　宇陀市選奨式（文化会館AM10:00
～）
12/1　桜井宇陀芸能祭（桜井市民会館
AM9:00～）
12/19　かぎろひを観る会（かぎろひ公園）
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７
月
29
日
よ
り
一
泊
二
日
の
日

程
で
、
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
議
会

の
行
政
視
察
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。
初
日
は
長
野
県
の
諏
訪
広
域

連
合
（
３
市
２
町
１
村
）
が
共
同

設
置
す
る
介
護
保
険
施
設
と
小
児

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
運
営

の
実
状
を
学
び
、
翌
日
は
上
伊
那
広

域
連
合
（
２
市
３
町
３
村
）
に
よ
る

電
算
処
理
や
ご
み
処
理
施
設
の
共
同

設
置
運
営
、
公
共
土
木
事
業
、
幹
線

道
路
網
の
計
画
策
定
と
実
施
調
整
な

ど
、
広
範
囲
の
共
同
処
理
と
運
営
の

現
状
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月

22
日
、
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
主

催
で
公
共
Ｆ
Ｍ
の
松
成
和
夫
講
師
を

お
招
き
し
て
、
庁
内
研
修
会
を
自
主

開
催
。
構
成
委
員
は
じ
め
職
員
、
市

民
も
多
数
参
加
さ
れ
有
意
義
な
議
論

が
出
来
ま
し
た
。
翌
日
、
公
共
施
設

の
実
地
研
修
を
し
、
先
生
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

行政視察レポート

長野の２広域連合を訪問


